
　　　　　災害に対する「被災確認の電話」の日中対照分析

　　　　　　　　一「開始部」と「終結部」を中心に一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陳明漏

　　　　　　　　　　　　　　　　要旨

　本研究は日中両言語の「被災確認の電話」の比較対照を通して、1）両言語の

「被災確認の電話」の特徴を明らかにすること、2）先行研究で提起されている

電話会話の規則が「被災確認の電話」においても認められるかどうかを検証する

ことが目的である。

　両言語の「被災確認の電話」の特徴をとらえるため、データをかけ手と受け手

の親密度と電話頻度から3つのタイプに分け、「開始部」及び「終結部」の分析を

行った。その結果、日本語の「開始部」ではタイプ間に差が見られなかったのに

対して、中国語は「挨拶」の部分に違いが見られた。一方、「終結部」でも、日本

語ではタイプとの関係が確認できなかったのに対して、中国語では親密度に影響

されていることが分かった。

　なお、同じかけ手による一般電話（被災確認を目的としない電話）と比較する

方法で電話会話の規則と「被災確認の電話」の関係を考察した。その結果、日本

語の電話会話は中国語と比べて、電話の目的や親密度に影響されにくいことが分

かった。最後に、目本語非母語言諸が持っている「日本語らしさ」についての期

待が異文化コミュニケーションに与える影響を具体的な例で提示した。

［キーワード］被災確認の電話　　目本語らしさ　　親密度

　　　　　　挨拶　　人間関係の再確認

1．研究動機と目的

　1999年9月　21日、台湾に大地震が起きた。筆者は知り合いからの電話によっ

ていち早くこの事件を知ることができたが、電話の内容にっいて違和感を覚えた。

この違和感の実態を明らかにしたくて、「被災確認の電話」の日中対照を試みるこ

とにした。

　電話会話は対面会話と違って、・表清やしぐさなど言葉以外の博報が得られない

ため、言葉に依存する割合の大きい会話形式の一つであると言える。同時にそれ

は言語学習者が苦手とする言語行動の一つでもある。電話会話に関する研究は数

多く行われているが、電話の目的に焦点を絞って分析された研究は少ない。本研
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究は「被災確認の電話」に焦点を当てて、日中両言語の電話会話の「開始部」と

「終結部」の比較対照を行った。目的は1）両言語の「被災確認の電話」の異同

を提示すること、2）同じかけ手からの一般電話（被災確認を目的としない電話）

と対照して「被災確認の電話」の特徴をより明確にしながら先行研究で提起され

ている電話会話の規則が「被災確認の電話」においても認められるかどうかを検

証することの二つである。なお、筆者が「被災確認の電話」を受けて最初に感じ

た違和感は、日本語非母語話者である故か、あるいは今まで受けてきた日本語教

育を通して筆者自身の中に築いた所謂「日本語らしさ」に対する期待に反した結

果なのかについても探ってみたい。

2．データと分析方法

　1999年9月21日と22日の二日間、被災確認を目的として筆者にかかってき

た電話を「被災確認の電話」のデータとする。日中両言語で計16件の電話会話

があった。その内訳は中国語会話が6件で、日本語会話が10件である。録音す

る際、機賊操作の誤りで目本語の1件は最初の部分が欠けていたことから、「開

始部」の分析対象からは除外したが、「終結部」の分析においてはデータの中に入

れた。使用するデータは全てそれぞれの言語で文字化をして、その中から更に「開

始部」と「終結部」を取り上げて分析した。文字化の方法は注1の通りである。

先行研究で明らかになっている電話の典型的「開始部」として、Hopper（1992）

は（1）呼び出し一応答（2）自己提示一認定（3）挨拶一挨拶（4）第

一話題の導入、のように提示している。本稿もこの考えに基づいて、呼び出し（電

話のベノ暗）から第一話題の導入までを「開始部」と見なす。「終結部」に関して

はSchegloff　and　Sacks（1973）の理論を更に発展させたClark　and恥ench（1981）

の考えに、岡本（1990）久下（1994）藤原（1998）の研究結果を加えて（1）

前終結（2）人間関係の再確認（3）最終のやりとりの3つの部分を「終結部」

として考える。

　一方、電話会話はかけ手と受け手の親疎関係、電話頻度などに関係があること

が考えられる。親しい間柄とそうでもない間柄、よく電話をする人同士とあまり

電話をしない人同士で行う電話会話には様々な点で違ってくることが予測される。

更に、親しい間柄ではあるが、最近はあまり連絡をしていないというように、親

しさと電話をする頻度が必ずしも一致するとは言えない。従って、本研究はデー

タを親密度と電話頻度という二つの観点から「グルー一プ1：親しい・電話頻度高」
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「グループH：親しい・電話頻度低」「グループ皿：親しくない・電話頻度低」の

3つに分けた。

　なお、「被災確認の電話」の特微をより明確に把握するため、同じかけ手による

一般電話との比較対照も行った。表1は本研究で使用した全てのデータの数及び

人数の内訳である。「被災確認の電話」と比べて一般電話の方の数が少ないという

のは、「被災確認の電話」の中には緊急だからこそ連絡をするというような相手も

含めているためである。自然談話を研究資料にする場合、故意の設定がないかぎ

り全てを入手するのは困難である。

　〈表1データの内訳表〉

使用言語 日本語 中国語

電話目的 被災確認　　　一般 被災確認 一般

異なり

@　人数

開始部 10 4 6 4

終結部 10 5 6 4

述ベ

fータ数

開始部 9 6 6 6

終結部 10 8 6 6

（数字はデータの数を示している）

3．結果と考察

3．1．開始部

　電話の目的が災害に対する被災確認であるため、筆者は一般電話とは違う緊急

性を感じさせるポイントがあることを予測していた。しかし、日本語による「被

災確認の電話」の「開始部」を見ると、一つの例外を除いて残り全ての会話は

Hopper（1992）が指摘した通りの手順を踏まえ、緊急性のマークはどこにも見当た

らなかった。一方、中国語の「開始部」は「挨拶」の部分でタイ朔ljに違いが見

られた。Hopperの提示した「開始部」に最も近いのはタイフPII［の「親しくない・

電話頻度低」（例1）であって、タイプII「親しい・電話頻度低」（例2）の間柄

になるとタイプ皿の「伽好」のような汎用的な挨拶詞ではなく、「起こしてごめん」

のように、具体的な挨拶を使用している。そして、親密度が一番高いと思われる

タイプ1「親しい・電話頻度高」（例3）になると、「挨拶」の部分が見られなく

なる。つまり、中国語の「被災確認の電話」は親しさが増すに連れて、「開始部」

の「挨拶」の部分が「汎用的な挨拶詞→具体的な挨拶→挨拶の省略」のように変

化をするのである。
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＜例1

RC
¶19一

RCQU4

5R：

6C：

中国語タイプmの開始部〉
（電話のベル）

はい、もしもし、

もしもし、×さんですか？

はい、

迩妊、我是××的×××。

にんにちは、××の××です。｝

咽咽、越。
｛ああ、こんにちは、｝

是這様子的、昨天晩上　、
｛実は、昨日のよる、｝

　呼び出し［

［鷲

［露鶴

　　　　　　　鰯な鱗切

　　　　　　　鋤な蜘
　第一話題の導入

〈例2　中国語タイプHの開始部〉
　　　　（電話のベル）

1R：【農？
　　　｛もしもし｝

2C：　もしもし、我是××
　　　　　　　　｛××です｝

3R：　うん、はい、

　　　｛起こしてごめん｝

5R：　珂馴恩、没有、没有

　　　｛うんう、大丈夫、大丈夫｝

6C：　那個、像有没有看到電視？

　　　｛あの、テレビを見た？｝

縣提示

螺

第一話題の導入

（冥納な翻

〈例3中国語タイプ1の開始部〉
　　　　（電話のベル）

1R：　はい、もしもし

2C：　嚥、××
　　　｛ええ、××｝

3R：　はい、

4C：　昨天我打電話、
　　　｛昨日電話をした時｝

呼び出し［応答

第一話題の導入

＊搬の言幣

なお、「被災確認の電話」の欄始部」に関するこれらの結果を同じかけ手によ

る一般電話と比べると次のようなことが分かった。まず、日本語の場合は前で示

したように、「開始部」に緊急性のマークが見られないことが分かっている。それ
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を更に同じかけ手の一般電話と比較をすると、「被災確認の電話」も一般電話も先

行研究で得られた日本語電話会話の「開始部」と同じ手順を踏まえて電話会話を

開始していることが分かる。これは日本語電話会話の「開始部」は電話の目的や

相手に左右される度合いが少なく、比較的安定した形式を持っていることを示し

ている結果と考えられる。

　一方、タイフ別に違いが生じた中国語の「被災確認の電話」を一般電話と比較

すると次のようなことが分かった。タイプHとタイプ皿では「被災確認の電話」

と一般電話の違いがなく、両方とも同じ手順で「開始部」を行い、電話会話を始

めている。しかし、タイプ1のかけ手は一般電話（例4の右）で具体的な挨拶（4

C）をしたにも関わらず、「被災確認の電話」（例4の左）になると挨拶の部分を

省略していた。このように中国語電話会話の「開始部」はかけ手と受け手の親密

度と関係していることは久下（1996）で指摘された結果と類似している。しかし、

中国語の「開始部」は親密度だけではなく、電話の目的にも影響されるというこ

とが今回の研究で新たに分かった。

〈例4　中国語タイプ1の被災確認電話（左）と一般電話（右）の比較〉

RC可⊥∩4

3R：

4C：

（電話のベル）

はレ＼もしもし
哩　　××
／しいへ

｛ええ、××｝

はい、

昨天我打電話、

｛昨日電話をした時｝

　　　　（電話のベル）

1R：　はい、もしもし。

2C：　嚥、××、我是×X
　　　｛ええ、××、××です。｝

3R：　ロ阿ロ阿。

　　　｛ああ｝

4C：　急様？廷好的這両天。
　　　｛どう？最近どう？｝

　　　　　　　　　　　倶納な醐
5R：　囎、還好、伯く目尼？

　　　｛うん、まあまあ、そっちは？｝

　以上をまとめると、日本語の電話会話の「開始部」はかけ手と受け手の親密度、

や電話頻度、そして電話の目的などの影響を受けることなく、手順が安定してい

る。これは日本語学習者にとって好都合な結果と思われる。それに比べると、中

国語の「開始部」は親密度と深く関係している。更に、今回の分析では親密度の

ほか、電話の目的と関係のあることも示唆された。
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3。2．終結部

　日本語電話会話の「終結部」の研究は、欧米で築かれた理論（Schegloff　and

SackS（1973）、　Clark　and　Fre　nch（1981））を基礎に踏まえて、日本語の構成要素

を明らかにしたり、あるいは日米の比較を行ったりしてきた。岡本（1990）は「終

結部」の構成を「前終結」と「いとまごい」に分けて、カテゴリー化を行い、ま

た小野寺（1992）は「前終結」「人間関係の再確認」「最終白勺やりとり」の3っに

分けて、日米の比較を行っている。他方、藤原（1998）は更に下位分類をし、「終

結部」における機能単位の使用頻度、種類、そしてターンの数から日米の電話会

話の対照を行っている。

　中国語に関する「終結部」の研究には久下（1994）がある。久下は岡本の分類

をベースに分析を行い、「感謝・詫びの表現」「『じゃ』と『那』（注2）」「『さよ

なら』と『再則」の使用に両言語間の異同が見られることを指摘した。本研究は

日本語と中国語のデ・…一・・タの比較対照を行うため、岡本、藤原、久下の研究結果を

参考に次のようなカテゴリーで日中の分析を試みることとした。

A．前終結

　　1、会話のまとめ、決定した行動に対する確認、

　　　　例：「それじゃ」「じゃ、電話をしときます。」

　　　　　「那就這様子」｛じゃ、そういうことで｝

　　2、始まりの会話の再利用、

　　　　例：「じゃ、また勉強を続けて」「それを聞きたかっただけ」

　　　　　　「那不打擾弥了」｛邪魔したね。｝

　　　　　　「那像去睡口曲｛じゃ、そろそろ寝させるよ｝

　　3、話の流れを変える（殺し文句、落ち）

　　4、外部事情

　　　　例：「もうちょっとしたら、出掛けるので…」

　　　　　　「有挿播」｛キャッチが入った｝

B．人間関係の再確認

　1、再接触の言及、約束

　　例：「じゃ、また電話するね。」「じゃ、また水曜則

　　　　「再汀電話給弥」｛また電話する｝

　　　　　「有空再一起吃飯」｛暇があったら、また一緒に食事しよう｝
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2、感謝・詫びの表明

　　例：「わざわざ、すみません」「電話ありがとう」

　　　「謝謝伽」｛ありがとう｝

3、健康・幸せを祈る

　　例：「体に気をつけて」「よい週末を」「頑張ってね。」

　　　　「保重呵」｛元気でね｝

　　　　「小心一点咽」｛気をつけて｝

4、伝言

　　例：「ご家族に宜しく」

　　　　「問先生好」｛旦那さんに宜しく｝

5、別れの言葉

　　例：「楽しみにしています」「よろしくお願いします」

　　　　「祝侮漸年快楽」｛よい御年を｝

　この分類方法で今回のデータを見ると、日中両言語のAの「前終結」部分は共

にA－1「会話のまとめ」とA－2「始まりの会話の再利用」に集中していることが

分かる。これは「被災確認の電話」ではA－3「話しの流れを変える」やA－4「外

部事情」で前終結を提示するのは不適当という判断による結果と思われる。しか

し、Bの「人間関係の再確訥の部分では両者に違いが見られた。まず全体的に

見ると、日本語は全ての項目の使用例が見られるが、中国語は使用例の少なさが

目立っている。その違いを更にタイプ別で見ると、日本語はタイプと関係なく、

全て「前終結→人間関係の再確認→最終のやりとり」というルールに従って、電

話会話を終結している。それに対して、中国語の方はタイプ皿にしか「人間関係

の再確認」の利用が見られない。「人間関係の再確認」が見られなかったタイプ1

とタイプ2ではA－1、A－2を繰り返しながら終了の確認をして、電話会話を終結

している。両者の違いを例で示すと、タイフ搬は例5のように、かけ手は前終結

を「それならいい」で提起して、その後の「人間関係の再確認」に「詫び」を使

用して、最終のやりとりの後に電話を切る。これは日本語の場合と類似している

手順と言えよう。しかし、それとは対照にタイプ1とタイプrlは例6のように、

前終結を提示した後にかけ手側からは特別な「人間関係の蘇鶴忍」を行わないま

ま、最終のやりとりをして、電話を終了する。このようにタイプ別で「被災確認

の電話」の「終結部」を比較すると、目本語より中国語の方が親密度と関係して
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いると言える。

＜例5　中国語タイプ皿の終結部＞

1C：　嘱、那就好、

　　　　因為我想説伯有人還不知道、

2R：

3C：

4R：

5C：

好、

女子、　男KJI就這梼嵜、

ロ阿、好、謝謝、

好、抱　這様早打・ノ、。

6R：　　好、　Bye・bye。

7C：　好、　Bye－bye、

｛ああ、それならいい、｝一一一一一A－1

｛まだ知らない人がいるんじ一・・一一A－2

やないかと思って｝

｛ええ｝

｛はい、じやそういうこと｝一　・一　・一　一　・’　－A　－1

｛ああ、はい、ありがとう、｝

｛はい、すみません、こんな矢一一一一　－B　－2

早くから、｝

瀞：二1淵r…一一最終のやりとり

＜例6
1C：

2R：

3C：

4R：

5C：

6R：

7C：

8R：

9C：

10R：

11C：

中国語タイプ1の終結部〉

理恩、QK仕堅盤、
剛恩、

只想問一下這個、

嘱、謝謝、

0．K［0．K

陵子

那就這様、

囎、

0．］K

好、［Bye－bye

【Bye－bye

｛うん、0．K別に用事はない、｝・・一一一一A－1

｛うん、｝

｛ただちょっと聞きたいだけ、｝一一一一一A－2

｛ああ、ありがとう。｝

｛OK［0．K】

｛【はい、】

｛それじゃ一｝一一一一・一・一一一一一一一一一・A　－1

｛うん、｝

｛0．K｝

ll欝1｛ミイ’｝1…燃のやりとり

更に、ここでも「開始部」と同様、「被災確認の電話」の特徴を考察するために、

同じかけ手による一般電話との比較を行った。「被災確認の電話」でタイプ間に差

が見られなかった日本語データでも一般電話とつき合せることによって、タイプ

内の変化が分かった。タイプ1とタイプHは共に一般電話より「被災確認電話」

の方が細かく手順を踏まえていた。具体的に言うと、タイプ1とタイプIIのかけ

手は「被災確認の電話」で再三にわたって「人間関係の再確認」を行ったり、一

般電話では使用しない項目（B－3、B－4）を使用したりしていたのである。一

方、タイフTの「終結部」では両者の違いが殆どないと言えよう。これはかけ手
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と受け手の関係が親しくなるに連れて、「終結部」に対しても寛大になるという両

者の関係が被災確認という厳粛な目的に影響された結果と考えられる。

　他方、中国語のタイプ1とタイプIIは、日本語と逆の変化が見られた。中国語

の場合、「被災確認の電話」は目本語のように再三にわたる「人間関係の再確認」

を行うのではなく、逆にその部分が欠落しているのである。そして、タイフ皿は

日本語と同様、違いが現われていなかった。

　以上をまとめると、「被災確認の電話」と親疎との間に関係が見られなかった日

本語と比較すると、中国語は親疎に強く影響されている。これは「開始部」と類

似した傾向である。そして、「開始部」と違って、日中両言語の「終結部」は共に

電話の目的によって影響される。但し、親しい間柄の場合で日本語は普段より終

結部の手順を細かく従うが、中国語は逆に手順を省略するというように、違う傾

向があるのである。

4．日本語らしさ

　「日本語らしさ」という言葉から連想されることは「腕曲」「あいまい」「丁寧」

である。この連想の正誤をさて置き、今回の目本語データの中には、筆者として

戸惑いを感じるものがあった。まず、例を見よう。

RCRCRCR2345678

＜例7　日本語「被災確認電話」の終結部＞

1C：　それだけ、へっへっへ、　一一一一一一一一。A・2

　　　うん、ありがとう。

　　　うん、じゃ、よろしく伝えといてね。一’　一一一一B－4

］

へ

ず、㌻
んやんイイうじうババ

一』一ロ@ー一最終のやりとり

　これはタイプ1に分類されるデータで、つまりお互いに親しく且っよく電話を

する間柄である。しかし、筆者がこの電話から「冷たいj「距離感がある」「急い

でいる」というような感じを受けて、電話を切ってからも暫く疑問を感じていた。

その理由としてまず考えられるのは「終結部」の短さである。確かに同じかけ手

の一般電話と比較すると、例7では別れ言葉の繰り返しが少なく、前終結の提示
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から最終のやりとりまでが簡潔である。しかし、「3．2．終結部」の結果でも示し

たように、中国語のタイプ1の「被災確認の電話」も「人間関係の再確鋸」が欠

落しているため、簡潔化していた。同じ親疎関係で、同じ簡潔化しているにも関

わらず、何故日本語にだけ違和感を覚えたのか。その理由を探ってたどり着いた

のがこの「日本語らしさ」である。

　つまり、日本語非母語言諸の筆者自身の中には、前述したような日本語に対す

る連想が知らず知らずの間に形成されていた。それは日本語を使用している間に

絶えず働いているとも考えられる。そして、例7のかけ手から「被災確認の電話」

をもらった時にも、同じような期待、予測をしているため、自分の予測と違う結

果に戸惑いを感じたのではないだろうか。

5．結論と今後の課題

　以上のように、本研究は「被災確認の電話」を中心に電話会話の「開始部」及

び「終結部」の日中比較対照を行った。デ・一一・・pタの数が少ないという最も大きな問

題を抱えているが、これも自然談話を資料とする場合の限界である。そして、比

較対照の結果、日本語電話会話の「開始部」はかけ手と受け手の親疎関係、そし

て電話の目的に影響されることなく、一定の形式を持っていることを実証するこ

とができた。同時に中国語の「開始部」は親疎と強く関係しているほか、電話の

目的にも影響されることが観察できた。「終結部」に関しては、日本語母語話者は

「人間関係の再確認IJにより多く、あるいは「一般の電話」と違う項目の使用で

親しい間柄の受け手に事態の重要さに対する気持ちや礼儀を表わしているが、中

国語は簡略化することによって、緊急事態に対する気持ちを表わしていることが

分かった。

　そして、かけ手と受け手の親密度と電話頻度という要因は中国語の「開始部」

には影響を与えているが、中国語の「終結部」及び日本語の「開始部」「終結部」

については電話頻度との関係が薄く、「親しい」でくくられるタイプ1とタイプII

が共通する結果を示していることが新たに分かった。この二つの要因については

更なる検討が必要と考えられる。

　以上のように、本研究の初頭「1、研究動機と目的」で述べた違和感の原因の

一っとして、「被災確認の電話」の「開始部」と「終結部」における日中両言語の

違いがあげられる。しかし、日中両言語のこうしたの違いのほか、日本語非母語

話者が持つ「日本語らしさ」の期待も、醤「感の生み出したもう一つの原因と考
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えられる。今後はまだ研究が少ない中国語の電話会話についてのデータを集め、

中国語の「一般電話」の特徴、そして今回の研究結果の検証をはじめ、「被災確認。

の電話」の「開始部」とrme」に挟まれている主要部の分析が必要である。

そして、今回の研究で提示した異文化コミュニケーションのもう一つの問題、日

本語非母言瀦諸の「日本語らしさ」に対する過剰反応についても追求をしたい。

注釈

注1：文字化の符号

　R：受け手　　　　　　＝：前の発話のすぐ後の発話開始　　　＃：聞き取れない言葉

　C；掛け手　　　　　　×：固有名詞　　　　　　　　　　　　　［：発話の重なりの開始

　数字：発話番号　　　｛｝：中国語データの日本語訳　　　　　？：上昇イントネーション

注2：中国語の電話会話終結部の中で、日本語の「じゃ」の働きと相当すると思われる語である。
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